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高精細映像データの活用可能性 

● ８Kモニターを通して熟練医の手技を蓄積することにより、例えば肉眼ではほとんど見えないような細い糸を使う局
面でも、高精細かつ拡大した映像で、どの程度の緊張感を臓器に与えているのか、血管等を縛るときにどのくらいの力
を加えるのかということも伝わり、そうした熟練医の技の伝承にも極めて役立つものと考えられ、世界最先端の教育・
研修コンテンツとして高精細映像データの生成・蓄積を可及的速やかに実現していくことが望まれる。 

● ８K技術により短時間で高精細映像データが得られることによる診断支援、機械学習の迅速化や、微細な個々の細胞
あるいは細胞内の核のレベルで生じる疾患にもコンピュータによる異常検出が可能になることなどが期待される。 

● 高精細映像データを用いた機械学習を正しい方向に導いていくためには、質の高い映像データを備えた症例が多数蓄
積されることが不可欠。今後、映像データを蓄積するにあたっては、どのような情報を付加するかについて共通の理解
を得ることが重要であり、例えば、まずは医師や研究者間の情報共有という文脈で実際の映像データをやりとりするこ
とにより、必要な情報についての共通認識を醸成することが適切。 

● 大容量の高精細映像データを収集・伝送・蓄積するために、我が国の世界最先端のブロードバンドインフラを活用し
て、例えば学術研究機関をつないで大容量かつ高精細の画像データを共有できる仕組みを作るなど、まずは知識の共有
化から取組み、その先に人工知能活用に向けた研究につなげていくことが考えられる。 

● 政府の役割としては、このような高精細映像データの共有に関する医師や研究者間の取組を後押しし、必要に応じて、
参加する医療機関・研究機関やＩＣＴ環境をコーディネイトすることにより、高精細映像データの共有の取組が継続的
になされることを確保することが求められる。 

● いずれにしても、大容量の高精細映像データの利活用、とりわけ人工知能による機械学習を推進していくに当たって
は、高速大容量のネットワークとストレージ、高品質のコンテンツを確保することが必要であり、コスト負担のあり方
も含め、利活用基盤としてのフレームワークをあらかじめ検討することが必要不可欠である。 
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日本の国際競争力強化に向けて 

● ８K技術は日本発の超高精細映像技術であり、開発に係る技術ノウハウについても我が国企業等に蓄積されているため、
その技術アドバンテージを活かして、医療分野に応用した機器やサービスの開発を行うことが、我が国の産業競争力
向上の観点からも重要。 

● 世界最高水準のブロードバンド利用環境を活かし、８Kなどの高精細映像データを共有することで、学生や研修医など
の人材育成への活用や医療現場でのコミュニケーションの向上はもとより、良質な医療データを収集・蓄積・分析す
ることを通じた新たな診断・手術支援のシステムやサービスの実現を図るべき。 

● その際、シーズ発想で技術を組み上げて製品やサービスを創出するアプローチではなく、どのようなシステムでどの
ようなデータを取り扱うことが必要か、現場発のニーズを基に要件定義を行い、しかる後に必要な要素技術を持つも
のが協力するというアプローチが求められる。この点は、従来必ずしも我が国が得意としてこなかった手法であり、
開発されたシステムやサービスが国際競争力を保持するためにも、特に留意すべき。 

● 他方、先進的な医療機器を開発する企業にとっては、多大な開発コストを先行投資するのであり、株主への説明責任
など開発を進める上での困難を抱える場合が多いことから、開発段階から医療の現場との連携を強め、医療界からの
具体的なニーズを顕在化させ、研究開発段階から企業と連携して事業化を念頭においた開発が行える環境を作る等、
医療界と産業界の緊密な連携が重要。 

● さらに８K等の高精細映像データの遠隔診療・手術支援への活用が実現すれば、専門医の絶対数の不足しているアジア
新興国において、富裕層をターゲットとした医療システムの海外展開も見込まれるが、単なる機器の販売ではなく、
保守運用や人的支援との組み合わせなど、運用段階を包含したビジネスモデルの構築が肝要である。そのためにも、
機器開発メーカー単独の取り組みではなく、医療界・産業界を包含したオールジャパンの取り組みとして、８K技術の
医療応用プロジェクトを進めるべき。 

 このようなプロジェクトに対して国が認定する仕組みも活用しながら、医療界・産業界が緊密に連携した開発推進体
制が構築されることが望まれる。 
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